
　１１月１５日(月）１０：００から行いました。宇佐市の南一郎平顕彰会会長・南文明氏を

お招きして、“南一郎平”の功績について、以下のように教えていただきました。

　南一郎平の“座右の銘”・・・

「一日学」（いちにちがく）　　　～今日一日だけはと努力し続けると、一生つづけて学ぶ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ことができること。

「自疆不息」（じきょうふそく）　～休み無く努力し、自己を強化すること。

　南一郎平の“人となり”・・・

　　一郎平の住んでいた所は、川より２０㍍以上高い台地で、畑地と

　してしか利用されませんでした。「米を作り地域を豊かにするように」

　との父の遺言から、米を作るにはまず水を引くことと、水利事業に

　取り組むことになりました。土木工事には素人だった一郎平ですが、

　熱心に取り組み、これまで誰も不可能だった広瀬井手を完成させま

　した。座右の言葉「一日学」と、毎日今日一日だけはと努力して、そ

　それを「自疆不息」と、たゆまず努力した一生でした。

　広瀬井手完成以後は、安積、那須、琵琶湖と明治の三大疏水といわれる工事に関

わり、疏水事業の父といってもよい活躍をしています。のちに広瀬井手完成を感謝した

地元の人々からのお米の提供を断るなど、人々を豊かにすることに生涯をささげた人

でした。

　その広瀬井手は、今でも現役で、宇佐平野を潤しているからすごいですね。また、南

一郎平顕彰会では、ＮＨＫの朝ドラへの誘致推進運動も始めたようです。放送が決まる

といいですね。

　英語も日本語と同じ「ことば」です。 　封筒に印刷するアイキャッ

　音読することで「ことば」は定着します。 チャーを募集します！

　いっしょに英語の音読を楽しみませんか。 　写真は、「寒田校区公民館」を表面に印刷してい

　　日　時　：　毎週火曜日16：30～17：15 大型の封筒です。そこには「緑あふれる豊かな人

　　場　所　：　寒田校区公民館 間都市をめざして」と印刷されています。

　　対　象　：　小学４年生から大人まで この文言は、大分市の言葉ですので、寒田校区の

　　月謝：２，０００円（別途教材費１年分500円） 良さや希望などを表す言葉に替えたいと思います。

　お申込み・お問い合わせは校区公民館まで 気のきいた言葉はないでしょうか？

　封筒は、寒田校区公民館、寒田校区自治会連合

会、寒田校区まちづくり協議会の３種類つくる予定

で、共通のアイキャッチャーにしたいと思います。

　１月１７日（月）１０：００～「人権講座」です。と言っても難しくはありません。

進美保子さんの「答は落語の中にある」という講演の予定です。

　事前申込みの必要もなく、無料ですのでお気軽にお越しください。楽しい

講座だと思います・・・。
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